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あらまし：自然災害等に関する避難や被害軽減行動に際して，ソーシャルメディア上で個人が発信する

「差し迫る危険や避難の必要性等を訴える記事（災害留意情報）」が貴重な参考となるケースが増加して

いるが，閲覧者による見極めは経験を要するものであり，容易ではない．本稿では，参考とする記事の見

極め経験を促すシステムの概要について述べ，ソーシャルメディア上の災害留意情報を含む記事を抽出

する実験について報告する． 
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1. はじめに
近年，大雨や土砂災害など，市民が不安を抱く対

象が多様化している．避難や被害軽減行動には気象

庁や自治体から提供される情報は勿論重要ではある

が，ソーシャルメディア上で個人が発信する「差し

迫る危険や避難の必要性等を訴える記事（災害留意

情報）」に救われるケースが少なからず存在する．し

かし，ソーシャルメディア上には膨大な情報が流通

しており，閲覧者自身が情報を取捨選択する必要が

ある．この「注意を向けるべき情報」の見極めには

経験が必要であるが，その機会を得難い実情がある． 

これに対して，災害対応時の自治体における現場

情報収集に Twitter を活用する試み(1)，交通現象に係

わる SNS の情報収集及び活用技術に関する研究(2)

などが報告されている．これらは，対象とする SNS

記事の自動抽出に主眼を置くもので，閲覧者の見極

め経験の促進は考慮されていない．  

 本研究では，ソーシャルメディアから「災害留意

情報」を含む記事を抽出し，閲覧者に提示するシス

テムを開発する．これにより，経験の浅い閲覧者の

災害留意情報の見極め経験を促進することを目指す． 

2. 問題点と支援方針

2.1 ソーシャルメディアの情報収集における問題点

まず，ソーシャルメディア上には，有用な情報と

そうでないものが混在しており，経験の浅い閲覧者

にとって取捨選択が難しい（問題点１）． 

また，注意を向けるべき災害留意情報を見極める

経験を積む（能力を養う）ことが重要だが，その機

会を得難い（問題点 2）． 

2.2 支援方針 

 本研究では，まず，ソーシャルメディア上から「災

害留意情報」を含む記事を抽出する手法，および，

災害情報を地理的な要素と合わせて提示する手法を

開発する(問題点 1 への対応)． 

加えて，閲覧者の経験度合に応じて記事を提示す

る戦略を開発する(問題点 2 への対応)． 

 その上で，これらの手法を導入した支援システム

を開発することにより，閲覧者の見極め経験の促進

を目指す（図 1）． 

図 1: 災害留意情報の見極め経験促進の概要 

3. 災害留意情報見極め経験促進システム

3.1 災害留意情報を含む記事の収集

まず準備として，災害情報を含む実際の記事の観
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察結果を参考にして，災害情報の種類ごとに，それ

を体現するワードセットを作成する．現時点では，

日本語で記述された記事を対象としている．その上

で，以下の手順で，災害留意情報を選出する．本シ

ステムの概要を図 2 に示す．

1) Twitter API を用いて，災害の種類毎にそれを表

す語句を含むツイートを一次候補として収集する.

2) 1)で収集したツイートについて位置情報を抽出

する．ジオタグが付与されている記事については，

Twitter API を用いて位置情報を取得する．ジオタ

グが付与されていない記事については，地名を表

す語を抽出し，ライブラリである Geocoder を用い

て位置情報を取得する．

3) 2)で収集したツイートから投稿日時，ユーザ名，

ユーザ ID，ツイートの ID，いいね数，リツイート

数，ツイート，位置情報を抽出し，データベース

に保存する．

4) 保存したツイートから特徴語を抽出し，データ

ベースに保存する．

5) 4)で抽出した特徴語と「災害の内容を表す語」

の一致状況を事前に別途準備したワードセットを

用いて確認する．この際，災害の内容を表す語を

含むツイートについては，注目に値する災害留意

情報の選出に備えて，出現する語と頻度を整理・

記録する．

図 2: 支援システムの概要 

3.2 注目に値する災害留意情報の抽出 

選出したツイートから，注目に値する災害留意情

報を選出する．そのために，ツイートの「いいね」

数に基づいて，注目されている度合を分析する．ま

た，事前に準備した「危険回避行動等の必要性を訴

える表現」の出現状況を分析する．これらの分析結

果に基づいて，注目に値するツイートを選出する． 

選出した記事を地理的な要素を把握しやすい
形で提示することで，参考とする災害留意情報の
見極めを現実的に経験するきっかけを提供する． 

4. 実験と考察

4.1 実験概要

災害留意情報の抽出手法の有効性検証と課題抽出

を目的として実験を行った． 

事前に，災害留意情報を含む実際の記事の観察に

基づいて，災害（地震，噴火）を表す語句を収集し，

ワードセットを作成した．これを用いて，はじめに，

以下の条件に合致するツイートを Twitter API を用い

て収集した（１次候補）．

・「地震災害」，「噴火災害」を表す語句を含む

・画像または動画を含む

ここで，収集したツイートを１つ１つ目視で精査

し，災害留意情報にあたるものをピックアップした．

これを本実験における正解データとした．その上で，

実験用システムを用いて，収集した１次候補から，

災害留意情報の候補を抽出した．具体的には，災害

を表す語句の出現状況と注目されている度合（いい

ね数）の分析に基づいて，最終的な候補を選出した． 

最後に，抽出した災害留意情報の候補と正解デー

タの一致状況を確認し，適合率，再現率，F 値を算

出した．

4.2 結果と考察 

災害留意情報の抽出結果を表 1 に示す．地震，噴

火の双方ともに高い精度が得られていることが分か

る．今回は比較的シンプルな基準で抽出を試みたこ

と，Twitter の文字数制限ゆえに特徴語の抽出が上手

く行かない部分があることを勘案すると，十分に良

好な結果と考えられる． 

 一方で，今回準備したワードセットでは対応でき

ていない災害留意情報も存在していた．本研究では，

ワードセットを作成する際に類義語を加味している

が，類義語抽出に用いたモジュールが英単語の意味

をベースにしているものであることが影響している

可能性がある．ワードセットの準備方法について更

なる検討が必要である．

表 1 地震と噴火の実験結果 

適合率 再現率 F 値 

地震 1.00 0.81 0.90 

噴火 0.94 0.85 0.89 

5. おわりに
本稿では．ソーシャルメディア上の災害留意情報

の見極め経験促進システムの概要について説明した.

また，災害留意情報抽出実験について報告し，その

結果に基づいて提案手法の有効性について考察した． 

今後は，実際のデータを用いた検証を重ね，提案

手法の改善を進めたい． 
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